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●　発掘調査の成果　●

 埋蔵文化財センターでは、10 月上旬より約３ヶ月間、耐震補強工事を行ないます。工

事の期間中は、安全に留意し、これまでどおり開館いたします。

　11 月に開催します秋季特別展につきましては、これまでホールで行なっておりまし

たが、事務所の一部へ移動して開催します。また歴史入門講座については、従来どおり

会議室で行ないます。

　工事は、玄関ホール、ロビーと壁面の一部、各部屋の窓ガラスが対象となり、進捗状

況によっては、事務所の通用口から入館していただくこともございますので、ご理解を

お願いいたします。

　皆様方にはご迷惑をおかけいたしますが、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

埋蔵文化財センター所長　畑本　政美

貞

（１） 播磨田東遺跡

●　埋蔵文化財センター　耐震工事のお知らせ　●

　平成 25 年５月 20 日から９月 13 日にかけて、

播磨田町地先において、宅地造成工事に伴い、約

1,600 ㎡を対象に発掘調査を実施しました。

　これまでの調査の中で、当遺跡では縄文時代後

期初頭から平安時代までの遺物・遺構が見つかっ

ています。その中でも、弥生時代中期から古墳時

代後期を中心とした遺構が最も多く、多数の竪穴

建物や、方形周溝墓群の発見など、集落域として

のみでなく、墓域としても機能していたことで、

市内でも注目されている遺跡です。

　今回は、Ｔ－１～Ｔ－５の５つに調査区を区分

して調査を行いました。そして、弥生時代中期か

ら後期にかけての建物跡や、墓跡などが見つかり



竪穴建物３

竪穴建物４

竪穴建物５

竪穴建物６

掘立柱建物３

掘立柱建物２

掘立柱建物４

掘立柱建物５

竪穴建物７

竪穴建物８

竪穴建物９

溝１

溝２溝３

溝４

柵１

掘立柱建物２

竪穴建物３

Ｔ－５

Ｔ－３

Ｔ－４

2



0 40m(S=1/500)

方形周溝墓１

方形周溝墓１

方形周溝墓２
竪穴建物１

竪穴建物２

掘立柱建物１

旧河道

掘立柱建物１

Ｔ－１

Ｔ－２

Ｔ－５

播磨田東遺跡　遺跡全体図 （S=1/500）

3



Ｔ－３　全景

Ｔ－４　南部

Ｔ－５　全景

発掘調査現場　見学会の様子

4

ました。

　主な遺構は、弥生時代中期の方形周溝墓

２基、弥生時代中期から後期にかけての竪

穴建物９棟、弥生時代後期から古墳時代初

頭にかけての掘立柱建物５棟になります。

　中でもＴ－４で発見された掘立柱建物３

は、弥生時代後期に属し、柱穴はそれぞれ

直径 60cm ほどで、長軸約６ｍ、短軸約５ｍ、

床面積 30 ㎡で、建物の中でも“大型建物”

として分類される規模を持ちます。また、

周辺には同時期のものと思われる掘立柱建

物４・５が見つかっています。

　播磨田東遺跡全体を見渡しても、弥生時

代後期に比定される掘立柱建物が複数みら

れる事例は、今回の調査地点で確認されて

いるのみで、またこれほどの規模の建物跡

は今回がはじめての事例になります。一方

で、当時の一般的な住居である竪穴建物

は、当該地より北、もしくは東に集中する

傾向があります。以上のことから想定する

と、これらの掘立柱建物群は、付近に展開

する集落の中でもとりわけ重要な位置づけ

にあった可能性が考えられます。

　これらの建物群の性格等については、今

後、検討を進めて、改めて紙面で紹介した

いと思います。

　８月８日（木）には、ハイム寺子屋集団

の依頼を受け、地元の小学生約 30 名を対

象に発掘調査現場の見学会を行いました。

はじめてみる発掘調査現場に、子供達がと

ても興味深く見学してくれました。こう

いった機会をたくさんもって、埋蔵文化財

に親しみをもってくださればと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（木下）
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（２） 山田町遺跡　第６次調査

　勝部三丁目において、道路造成工事に伴

い、約 1,200 ㎡を対象に、６月 10 日から

８月 30 日にかけて発掘調査を行いました。

　山田町遺跡は、平成 10 年の宅地造成工

事の際に発見された新しい遺跡で、これま

での調査で竪穴建物や井戸などが見つかっ

ており、弥生時代中期末から後期にかけて

の集落跡と考えられています。

　今回の調査では、、Ｔ－１～５の５つに

分けて実施し、主に弥生時代中期から後期

にかけての竪穴建物、井戸、土坑などを検

出しました。Ｔ－１の北西部では、竪穴建

物の「周壁溝」と思われる溝の一部を検出

しました。大部分が調査区外であるため、

全容は不明ですが、周壁溝が円形にまわる

ことから、円形の竪穴建物であることが想

定されます。

　土坑は計３基検出しましたが、これらの

土坑の埋土にはいずれも炭が大量に混じっ

ており、さらに土器がまとまって出土しま

した。井戸ＳＥ０１は、直径2.1ｍ、深さ1.2

ｍで円形の素掘井戸で、土坑と同様に大量

の炭が混入していました。

　今回の調査で検出した遺構の数は少ない

ですが、竪穴建物の存在や、それぞれの遺

構からは土器がまとまって出土しているこ

となどから、当該地点は、山田町遺跡の弥

生時代の集落の縁辺部であると考えられま

す。

　これまでの調査から、現在のこども園や

それに隣接する住宅地付近が集落の中心と

想定され、その集落域は東側に広がる可能

性が示唆されていました。そして今回の成

果は、その指摘を裏付けるものとなったと

いえます。　　　　　　　　　　　（福島）
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●　埋文センターの催し物　●

（１） 親子考古学教室の開催

（２） 中洲幼稚園の稲刈り体験

　平成25年度も、恒例の夏の親子考古学教室

を開催しました。今年度は、第１回に「土器

作り体験」、第２回に「土器焼きと古代食体験」

を行ないました。土器作りでは、今年度は趣

向を変えて、センターに保管されているたく

さんの土器から自分の好きな形のものを選ん

で、それとそっくりに作ってもらいました。

参加者の多くは、難しい土器をえらんでしま

い、悪戦苦闘しながら形を整えていました。

　古代食体験では、下之郷史跡公園で育成

した「赤米」を、復元した土器で炊いて試

食をしました。現代の土鍋で炊いたものと

食べ比べてみると、土器で作ったお米の方

がおいしいという意見がほとんどでした。

　こういった楽しみながら行なう体験を

きっかけに、少しでも埋蔵文化財への興味

をもっていただけたらと思います。

　埋蔵文化財センターでは、今年も多くの方々

の協力を得て、体験学習田で稲を育てていま

す。５月に、中洲幼稚園の園児に植えてもらっ

た稲は、すくすくと育ち、いよいよ収穫の時

期になりました。

　そして９月20日（金）に、中洲幼稚園の園

児約20名に、稲刈り体験をしてもらいました。

園児達は、思った以上に稲刈りが楽しかった

ようで、結局すべての稲を刈り取ってくれ

ました。その後は、昔の農具などを用いて、

お米になるまでの過程を見学してもらいま

した。中には、とても鋭い質問を投げかけ

てくる子もいて、例年以上に楽しく、学び

ながら、体験を終えることができました。

　園児達が最後まで笑顔を絶やさず、にぎ

やかに楽しんでくれていたのが、とても印

象的でした。
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●　埋蔵文化財センター友の会　活動日記　●

●　いよいよ終盤！歴史入門講座のご案内　●

機関紙 『乙貞』 は守山市のホームページ （http;//www.city.moriyama.lg.jp） からも閲覧できます。

【全体テーマ】　　『近江の “みち” ものがたり』
【講座日程】

　　　　第５回10月19日（土）　　「江戸時代のみち－中山道と近江の宿場－」

　　　　　　　　　　　　講師　八杉　淳さん　（草津市立草津宿街道交流館館長）

　　　　第６回12月21日（土）　　「みずのみち－琵琶湖疏水の歴史－」

　　　　　　　　　　　　講師　神保　忠宏さん（公益財団法人滋賀県文化財保護協会）

【開催場所】　　市立埋蔵文化財センター２階会議室

【開催時間】　　午前９時30分から11時30分まで

【受 講 料】　　１講座あたり200円。（当日の受付時に徴収いたします。）

【そ の 他】 　　残席の確認は、埋蔵文化財センターへお問い合わせください。

　　　　　　　　（当日の飛び込み参加では、満席時に席を用意できない可能性があります。）

　６月から始まった全６回の歴史入門講座も、あと２回を残すのみとなりました。第５回は“中

山道”を、第６回は“琵琶湖疏水”をテーマにした講座を開催します。

　買い物に、散策に、お花見にと、一度は訪れたことがあるけれども、実はその歴史につい

てはあまり知らないという方は、意外と多くいらっしゃるのではないでしょうか。

　あまりにも身近すぎて、見えていなかった歴史の話を、専門の先生方にわかりやすく解説

していただきます。興味を持たれた方は、埋蔵文化財センターへお気軽にお問い合わせくだ

さい。

埋蔵文化財センター友の会　年会費 2,000 円

　（見学会参加の場合は、別途費用が必要です。）

詳しくは、埋蔵文化財センターへお問い合わせください。

第三回見学会

「世界へはばたく天下の白鷺　世界文化遺産姫路城」　

平成25年９月18日 （水）　参加者46名

　埋文センター友の会、第三回見学会では、世界

遺産の姫路城へ訪れました。現在姫路城の大天守

は50年に一度の大修理が行なわれている最中で、

その修理を見学する最後のチャンスということで

この企画に至りました。

　晴天の下、まるで迷路のような城内を、ガイ

ドの方々にみっちりと案内していただき、クタ

クタになりながらも、今まで知ることのできな

かった城の秘密をたくさんうかがうことができ

ました。


